
　
昔
か
ら
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
わ

れ
、
飲
め
ば
楽
し
く
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
、
胃
液
の
分
泌
を
促
し
、
食
欲
が
増

し
ま
す
。
お
酒
は
適
量
を
わ
き
ま
え
て

こ
そ
の
薬
で
す
が
、
一
歩
間
違
え
る
と

「
万
病
の
も
と
」
に
な
り
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は

　
過
度
の
飲
酒
が
も
た
ら
す
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
と
い
う
精
神
疾
患
が
あ
り
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
飲
む
人

な
ら
誰
で
も
お
こ
り
う
る
、
飲
酒
の
自

己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
る
病

気
で
す
。
多
量
の
お
酒
を
長
期
間
飲
み

続
け
る
こ
と
で
、
お
酒
が
な
い
と
い
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
飲
む
と

途
中
で
や
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
と
こ

と
ん
飲
み
続
け
て
し
ま
い
ま
す
。
自
分

で
は
や
め
よ
う
と
思
っ
て
も
や
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
多
量
の
飲
酒
は
精
神
的
、
身

体
的
な
害
ば
か
り
で
は
な
く
、
仕
事
や

家
庭
生
活
、
周
囲
の
人
と
の
人
間
関
係

に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
病
ん
で
い

く
の
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
を
も

巻
き
込
み
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、「
否
認
の

病
」
と
も
い
わ
れ
、
本
人
は
自
分
が
病

気
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
が
ら

ず
、
治
療
に
つ

な
が
り
に
く
い

傾
向
が
あ
り
ま

す
。
い
っ
た
ん
お
酒
を
や
め
て
も
、

そ
の
後
一
度
で
も
飲
む
と
、
ま
た
元

の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
こ

の
病
気
の
特
徴
で
す
。

●
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
治
療
し
な
い
で
放
置
す
る
と
、
心

身
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
起

こ
し
な
が
ら
、
徐
々
に
進
行
し
て
い

き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
心
療
内

科
や
精
神
科
な
ど
の
専
門
医
に
受
診

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
本

人
の
自
覚
が
な
い
場
合
、
家
族
が
か

わ
り
に
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
受
診
等
で
お
困
り
の
場
合
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
で
悩
ん
で
い
た
ら

早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
4
8－

5
2－

6
5
7
4

　
滋
賀
県
東
近
江
保
健
所

　
☎
0
7
4
8－

２
2－

１
３
０
０

　近江鉄道線は、120年の歴史を誇る鉄道ですが、年々利用者が
減少しこのままでは事業を継続することは困難な状況にあります。
地域の大切な公共交通機関である近江鉄道について、みんなで考
え、元気に盛り上げ、将来を見据えたまちづくりを一緒に考えま
しょう。
と　き：2月9日（日）午後1：30 ～ 4：00　ところ：必佐公民館ホール
定　員：200名
講　師：土井　勉（一般社団法人グローカル交流推進機構 理事長）
◆問い合わせ先　企画振興課　企画人権担当　☎0748-52-6552

近江鉄道で地域を元気にするフォーラム（仮称）

　近江鉄道で自分だけのオリジナル旅に出かけよう！
　鉄道のお得な情報や時刻表のみかたをプロに聞いて、
自分だけのオリジナルたびプランを作ってみましょう。
と　き：2月8日（土）午後2：00 ～ 4：30
場　所：図書館　　定　員：約20名
◆問い合わせ先　図書館　☎0748-53-1644

おトクに近江鉄道たびプラン作り

　全国の鉄道やまちづくりの再生や活性
化に携わるプロの方をお呼びして講演会
を開催します。詳細は、決まり次第企画
振興課からご案内します。
と　き：2月下旬予定

鉄道×まちづくり
講演会を開催します！

― 人と鉄道と未来 ―
地域を盛り上げるこれからの鉄道

日野高
café@home
出店予定ど い つとむ

・申し込み要
　（当日受付可）
・参加費無料
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新
成
人
・
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

�
国
民
年
金
か
ら
お
知
ら
せ
で
す

【
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
】

　

今
年
20
歳
を
迎
え
ら

れ
る
皆
さ
ん
、
ご
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
の

あ
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
は
、
学
生
の
方
も
含

め
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に

就
職
を
さ
れ
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て

お
ら
れ
る
方（
国
民
年
金
第
2
号
被
保
険

者
）は
、
改
め
て
加
入
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
的
年
金
制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
老
後
の
生
活

を
支
え
て
く
れ
る
大
切
な
制
度
で
す
。

自
分
自
身
の
将
来
の
た
め
に
国
民
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
方
は
…

　

学
生
納
付
特
例
や
申
請
免
除
・
納
付

猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ
】

○‌�

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
送
付

さ
れ
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
等
の
老
齢
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
１
年
間
の
年
金

の
支
払
総
額
等
が
記
載
さ
れ
た
「
令
和

元
年
分
の
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」

が
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

源
泉
徴
収
票
に
は
、
令
和
元
年
中
に
国

が
年
金
か
ら
引
き
去
り
を
し
た
保
険
料

等
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
確
定
申
告
の

際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※‌�

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
課
税
対
象

で
は
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※‌�

源
泉
徴
収
票
を
受
け
取
り
後
に
紛
失

さ
れ
た
方
は
、
草
津
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
年
金
機
構　
草
津
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
７

−

５
６
７

−

１
３
１
１（
お
客
様
相
談
室
）

　
住
民
課　
保
険
年
金
担
当　
☎
０
７
４
８

−

５
２

−

６
５
８
４

●
募
集
期
限

　 

1
月
17
日
（
金
）
ま
で

●
募
集
団
地

・
第
２
内
池
団
地
（
内
池
1
5
2
番
地
）

昭
和
63
年
度
築
（
P
C
造
3
階
建
）

３
D
K 

3
戸

・
西
山
団
地
（
豊
田
2
0
5
番
地
20
・

23
）
昭
和
59
年
度
築
（
P
C
造
2
階

建
）
３
D
K 

2
戸

●
入
居
資
格

　
持
家
が
な
く
次
の
①
〜
⑥
の
す
べ
て

が
該
当
す
る
方

①
日
野
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
が

あ
る
こ
と
（
概
ね
３
ヶ
月
以
上
）。

②
税
金
・
公
共
料
金
・
保
育
料
等
に
滞

納
が
な
い
こ
と
（
要
完
納
証
明
）。

③
現
在
同
居
親
族
が
あ
る
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約
者
を

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。（
老
年
者
、
身

体
障
が
い
者
等
の
方
は
単
身
で
あ
っ

て
も
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

⑤
１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ

た
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑥
現
に
住
宅
に
困
窮
さ
れ
て
い
る
人

（
左
記
⑴
〜
⑼
等
に
該
当
す
る
方
）。

　
⑴
本
来
住
宅
で
な
い
建
物
に
居
住
し

て
い
る
。⑵
災
害
の
危
険
が
あ
る
よ
う

な
住
宅
、
ま
た
は
衛
生
上
有
害
な
状
態

の
住
宅
に
住
ん
で
い
る
。⑶
他
の
世
帯

と
同
居
し
て
い
て
台
所
等
が
共
同
で
あ

る
た
め
日
常
生
活
が
著
し
く
不
便
で
あ

る
。⑷
住
宅
が
な
い
た
め
親
族
と
同
居

で
き
な
い
。⑸
住
宅
が
狭
い
（
１
人
あ
た

り
4
・
5
畳
以
下
）。⑹
正
当
な
立
ち
退

き
要
求
を
受
け
て
い
る
が
立
ち
退
き
先

が
な
い
。⑺
遠
距
離
通
勤
（
片
道
約
90

分
以
上
を
要
す
る
者
）⑻
収
入
と
比
較

し
て
家
賃
が
著
し
く
過
大
（
年
間
家
賃

額
÷
年
間
所
得
が
２
割
程
）⑼
住
宅
が

な
い
た
め
結
婚
が
延
び
て
い
る
。

●
月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条

件
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。
入
居
可

能
予
定
日
は
2
月
中
旬
ご
ろ
で
す
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
問
い
合
わ
せ
先

　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8－

5
2－

6
5
6
7

広報ひの　2020.1.115


